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　　2)前轍に於て私は，今日迄知られ7二事実を蒐集し,'更に私自身の研究を加え，これを基礎としてマ
ツ属植物の分類を再瞼討し82の型を種として詔,め，それらを２亜属，!3節中yこ牧め7こ．
これらの地球上各地域に於ける分布状態を･見易くする鴬次表を掲げる(第１表).
　〔第１表〕　　　‥　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　二゛｀
　　　　　　２亜m, 1315. 82種の各地区に於ける分布状態'　　　　　　づ　　　　　・
　　　　　　　　　　　　(括孤内の数字は他地区と重複せるものを示す，以下同様)．　　　　　　　　＼
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これを東半球と西半球とに分けて，亜属別の種の分布を見ると玖表の通り･(第.2表).
　　　　　〔第２表〕　　　　　　　　　　　　．
　　第２表によれば，82種中，
　その分布は東半球に32種，西
　-牛球に50種となり，西牛球に’
　.於て著しく優勢である．又亜
　属別に見ると，軟松類は東牛
　･球に13..西牛球に14で略々同．
　撒を示し，硬松類では前者に，
　19，後者36で，西牛球に於で
　差かに優勢である・
　　次に前報中に嶮肘しすこ重要
　なる形質炉地理的に如何様に
　分布しているかを知る篤に第
　３表を掲げる（第３表）．
　　第３表によれば，多数の重
　要なる形質が，殆んど均等に
゛･地球上の各地区に出現してい
　ること加分る．このことは，
　マッ凪炉地史的に古い歴史を
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有することを示すものと言えよう．併しながら，仔細にこの表を見ると，極めて重要な形質が意外
な地区に偏在していることり気付し例えば, Nelsonae Siiの特徴となっているところの，¨幼毬．
果は年内り発育を開始する”形質は西牛球のMexicoに１例のみあり，他には見出されない．又，
Pineae節の特徴となる”幼毬果は次年度発育を開始し，第３年度に於いて完成する”形質は.;東牛
･球の地中海沿岸地区に，す二だ１例が見られるの･みである．更にMacrocarpae節の特徴である”回
節具は長く．翼身の基部は著しく肥厚する゛’形質は，7二だ西牛球，北米西部にのみ’3例炉見出され
る．その他上掲の２，３例の如く絶対的ではないが，或g特定の地区が，特殊の形質に於て圧倒的に
優勢を示す例は多数認められる．例えば, Cembrae節に特徽を狽える¨非裂開毬果”は東半球に．
多く, Balfourinae節の特徴となっている”葉鞘は短縮又は１部脱落”の形質は東西両牛球にす二’
すご１例宛出現するのみであるが．この傾向はtoj Bungeanae節にも見出される．因みに後者の節に
属する’３種中，２種は東牛球のものである. Canarienses節とRadiatae |Bの特機となっている
゛”射出柔細胞の紋孔炉中形”なる形質は東牛球の４例に対し，西牛球では15例を示して居り，同じ
ぐ小形の紋孔を有す’る”’ものは．･東牛球の４例に対し西牛ぬRには.11例が数え’られる．”射出仮導
管壁の摺加深い”ことは, Australes, Radiatae, Macrocarpae 3|pの特徴であるか，ごれも.，
東牛球の２例に対し，西牛球には33例が数えられる．種子の翼身基部に大なる肥厚の示されるの
は／先に坦べすこ西牛球のMacrocarpae節の著しい特微である炉，”その肥厚の度合のmi /]ヽさ
い程度のもの”は東牛球の２例に対し西半球には30例炉詔められる．又，多節新条は, Radiatae.
Macrocarpae両節の顕著な特
ヽマ．ツ風Ｉ枚、　の‘地　理．分･布ノ（石井）
〔第３表〕典型的豚質が各地域に出‘現する状態を示すCSpeりｅｓを単位とする）
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　玖に諸種の重要なろ形質が，こ.れらの13節中に如何様に出現しているかを見る篤，玖表を掲げ
る(第４表).
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　　゛）束生葉の数は３であるが,藁jlの基部は癒着して１本になっている．
　第３表･と第４表とを比較対照して考える･ときは，世界に於けるマツ属植物の種及形質の分布状態
炉，如何に拡散的であるかを窺うことができる．このことはマツ科の他の何れの属よりもマ゛ツ属炉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,3)古くから出現し，その種の分化も活溌に行われ来つ7こという脆を裏書するものである．
　　結　　　論
　　　　　　　　　　　1）Zeiller and Fliche (1903, 1904)は, France中生代，休羅紀のマツ類化石に於て, Strobi
節（軟松亜属）と, Radiatae ftpC硬松亜属）との両者の形質を鍛ね具え仁ぢのを報告し7こレCoulter
　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.及Chamberlainは，このことについてマツ類加既に休羅紀に於て充分分化してい仁どなしすこ炉，
実際屎羅紀以前には殆んどマツ類の化石を見ない．今回の研究によって私は次の結論を得ず二．マツ
類は株羅紀以前に充分分化してい北ものではなくして, Zeiller等の発.万.になるマツ化石は，辱ろ今
日のものの岨先型であり，散松，硬松両豆属の分化は，全くそれ以降に於てなされたものである．
叉軟松類の殆んど共通的形質をなすところの章維管東型加．硬松類のBungeanae節に出てくるこ
と，反対に硬松類の共通的形質である複維管束型加，散松類のCanarienses節に出てくること，
その他射出仮導管壁の摺の有無，深浅，射出柔細胞壁の紋孔の大小及それらの組合せの両豆属に於
ける錯綜の事実（第４表参照）は，進化の途上に於て一且根幹から分枝してのち，･更に一方の分枝
に於て，他枝の形質ｶﾓ未ご完全に失われず潜在している内に，そ９形質カドの分枝に於て再現し仁
ｊ,のと考察する．
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Eｘp]anation　of Ｐ]ates C Plateトw).・
・PLATE Ｉ．
　　Fig. 1.
　　　Section １ンCembrae SHAW
　　　　　Ｌ Ｐ． koraie?1瓦ｊSIEB. et zucc.
　　　　　、２.　ＰＣｃｔｎｂｒａLINN.
　　　　　3. P. parapumila ISHII
　　　　　4. P. puｱｱzi/どＩREGEL ・　　・.
　　Fig. 2.
　　　Section 3. Strobi SflAW
　　　　　９･.　ｐ.ＬｏｍｂｅｒttａｎａDOUGL.
　　　　　１０.　Ｐ　ｅｕｃｅGRISEB.
　　　1L ？. Ayacahuite EHRENB.
　　　12. P. pentaphylla MAYR
PLATE II.
　Fig. 3.　゛
　　Section ４． Cembroides SHAW
　　　18. P■　ｃｅｍｂｒｏｉｄｅｓzucc･．
　　　19. P. ed?is ENGELM.
　Fig. 4.
　　Section ５． Balfourianae SHAW
　　　２３． Ｐ． ｊｌαびouriana JEFFREY
　　　２４; Ｐ.ヽＫｒｅｍｐｆｉｉLECOMTE
　　Section 6. Canarienses ISHII
　　　25･p. longifo臨ROXB.
　　　２６.　Ｐ.　ｃｏｎａｒｉｃｎｉｉｓＣ. SMITH
　　Section 7. Nelsonae rsHii
　　5. P.㎡'hicauti。ENGEI.M.
Section ２． Flexiles SHAW
　　６.　ｐ.　ＡｒｍａｎｉＦＲANCH.
　　7. P. strobがormis ENGELM.
　　８．p. flexぷｓ･JAMES
13. P.･1》ａｒoifoｒｏSIEB. et zucc･．
14. P. loｒ竹ｔｏｓａｎａHAYATA
15. P. excelsa WALL. (P..むriffithii
　　　　WALLICH ex Ｄ． DON)
１６しｐ.ｉtｒｏｂｕｓLINN.　　で
17. P. monticola Ｄ． DON
'20. P. monop･hylla TORR. ‘et FREM.
21. P. Parryana ENGELM.　　゛
22. P、Ｐｉｎｃ£ｃｍａGORD.
　２７.　Ｐ.　Ｎｅｈｏ↑litSHAW
Section 8.・Pineae Shaw
'･28. P. ＰｉｎｅａLINN.
Section 9. Bungeaneae ISHII
　２９、ｐ.　＾ｕｎｇｅａｎａ　.zucc.
　30. P、ＧｅｒａｒｄｉａｎａWALL.、
　31.戸aristata Ｅ NGELM.
６ 直　日付阪Ｆ七
PLATE III.
. Fig. 5.
　　　Section 10. Lariciones Shaw
　　　　３２ｊＰ. ＴｈｕｎｂｅｒｇｉｉPARL.
　　　　33. P. re∫加ｏ∫ａAit.
34. P. ti･ｏがcalisMOR.
35. P. luchuensis MAYR
36. Ｐ. Laricio ＰＯＩＲ.(Ｐ.ｎｉｇｒａ　Ａ.ＲＮ．０ＬＤ)
　　　　３７.　Ｐ，leｕｃｏｄｅｒｍｔｓ AlST. (Ｐ. Ｈｃｌｄｒeichii
　　　　　　　　　Christ)
　　　　38. P. ' taiwanen∫jぶHAV.
　　　　39. P. tab?ａがorrhis Carr.
　Fig. 6.
　　　Section １Ｌ Australes ＳＨＡＷ・
　　　　４８．？. Lumhc Itzii ROB. et Fern.
　　　　４９．？. echi･,１と^ta MILL.
　　　　50. P.glahｒｄ　Ｙ/八LT.
　　　ミ Linn.
　　　　５２.　Ｐ,ｏｃｃｉｄｅ，italiｓH. B. K.
　　　　５３．ｐ.　Ｌｏｔｏｓｏｎｉｉ ROEZL.
　，　54. P. ,p?zj∫z,･,･s Mill.
PLATE IV.
　・Fig. 7.
　　　Section- 12. Radiatae ISHII
　　　　63. P. leiobhvlla SCHL. et CHΛＭ．
　　　　64. P.召anksiand LAMB.
　　　　65. P. contorta DOUGL.
　　　' 66. P. halepcnsis Mill.　　・
　　¨‘６７， Ｐ． ｏつｃｏｒｆｔａSCHIEDE
　　　　68. P. Prinがｄ‘SHAW
　　　　69. P.･Pina∫zＥ?･Ait.
　　　　70.？.㎡ｒがniana MILL.
　Fig. 8.
　　　Section 13. Macrocarpae SHAW
　　　　80. P.・ＴｏＴＴｃｊｉａｎａPARRY.　'
40.？. Masse面ana LAMB.
41，ｐ.　ｄｅｎｓtftｏｒａSIEB. et zucc.
42. P, montana Mill. {P. Mugo
　　　　　ＴＵＲＲＡ)
411. Ｐ. ｓｖtＴＪｅｓtｒiｓ｡LINN.
　　　　t44/？. yunnaﾀtensi∫FRANCH.
45. p. Merkusii JUNGH.･ et DE
　　　　　VRIESE
46. P.‘ins?αｙｊ∫endl.
４７.　ｐ.　ＫｈａｓｉａROYLE　　　　　　・
55. P. ca、ibaca MOR.
56. P. Montezumど7と?Lamb. '
･57. P.ＰsｅｕｄｏｓtｒobtｉｓLINDL.
58. P.ＴｅｏｃａtｅSCHL. et Cham.
59. P. arizonica ENGELM.
60. P、MfｒｅｙｉBalf･　、
６１．ｐ.　ｐｏｎｄｅｒｏｓａDOUGI...
６２‘、ｐ.　ａｐｄｃｈｅｃａLEMM.
71.　ｐ.　JiｕｒtｇｃｎｓLamb.
７２.　I).　ｃＬａｕｓａVasey
７３.Ｐ.　ｍｕｒｔｃａtａD.Don
７４．･p.pat?ａ SCHL. et CHAM.
75. Ｐ.　ＧｒｅｇｇｉｉENGELM.
７６．ｐ.　ｒieidal､VlILI､.
77. p. seΓotinaMichχ.
78. P. aμｅ､1なαzどｚLEMM.
７９.　Ｐ、ｒａｄｉａtａD.Don
81. P. Coulteri D. Don
82. P. Sabiniana DOUCL.
This basic maps of ｐ】ant distribution are by Dr. F. FIRBAS.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和27年10月31日受理)．
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